
■日　時／2012年11月30日[金]
午後７時00分開演（開場は30分前）

■料　金／ 一般…1,500円（当日2,000円）、　
大学生以下…800円（当日1,300円）、　ペア…2,500円（前売のみ）、
※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
※全席自由　※未就学児は入場できません
※�託児サービスを行います（チケットご予約・ご購入の際に　　　　　
お申し出ください）
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■演　目／「ラーメン忠臣蔵」（作・演出／茂山童司）、「柿山伏」（古典）
■出　演／茂山あきら、丸石やすし、茂山逸平、茂山童司
■主　催／三股町・三股町教育委員会　■共　催／みやこのじょう子ども劇場

正
し
く
知
る
こ
と
は
、楽
し
い
ね
。い

つ
ま
で
も

茂
山
あ
き
ら

丸
石
や
す
し

茂
山
　
童
司

茂
山
　
逸
平

－大蔵流茂山狂言－　笑いの座

室
町
時
代
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
「
狂
言
」。

６
０
０
年
の
と
き
を
経
て
、

そ
の
魅
力
は
大
き
な
特
長
の

「
笑
い
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
弱
さ
や
愚
か
さ
を
静
か
に
表
し
た

「
心
理
劇
」
と
も
評
さ
れ
、

今
に
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
、
子
ど
も
に
も
お
と
な
に
も
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
と
な
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
こ
む
ず
か
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
舞
台—

空
間
・
時
間—

で
お
こ
る
こ
と
を
ど
う
ぞ
そ
の
ま
ま
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ラーメン忠臣蔵 ～メンマの逆襲～　◎柿山伏演
目

パパとママといっしょに

おいで おいで
X'mas X'mas
コンサート

■日　時／2012年12月9日[日]
午後２時00分開演（開場は30分前）

■10月13日［土］チケット販売開始
■料　金／一般（０歳から一律）…500円（当日600円）、　

ファミリーチケット（３人まで）…1,000円（当日1,300円）、　
ファミリーチケット（５人まで）…1,500円（当日2,000円）
※�ファミリーチケットは家族以外の組み合わせ（大人同士や子ども同士、
他のご家族と合同）でも構いません

※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）　※全席自由
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■内　容／みんなでうたおう！X’mas�song、うたって　動いて　見て　聴いて！、
絵本、ミュージックシアター、あそびうた

■出　演／［小さな音楽会］川﨑圭子（うた）、横山桂子（ピアノ・フルート）、
福永那津子（ピアノ）、愛川義夫（クラシックギター）　
［賛助出演］豊國淳子（ウッドベース）、上之園謙治（ドラム・パーカッション）

０
歳
か
ら
楽
し
め
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

マ
マ
の
お
ひ
ざ
で
う
た
っ
た
う
た
は
、
き
っ
と
心
に
残
る
は
ず
。

い
っ
し
ょ
に
う
た
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
。

写真／�佐土原高校（2011年県大会最優秀賞、同九州大会
最優秀賞、2012年全国大会優良賞各受賞）

■日　時／2012年11月18日［日］
午前９時00分開会（出場校・上演順は決まり次第WEBサイトにて）

■料　金／�無料（予約や申し込みも不要。
気になる学校・作品だけでもご覧になれます）

■出場する�６校／今月開催の県予選会を勝ち抜いた６校（決まり次第、三股町
立文化会館WEBサイトにてお知らせします）

■主　催／三股町、三股町教育委員会、宮崎県高等学校文化連盟演劇専門部

「
宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇
発
表
会　
県
大
会
」と
は
、

県
内
の
高
校
演
劇
の
頂
点
を
決
め
る
大
会
で
す
。

「
三
股
を
目
指
そ
う
！
」を
合
言
葉
に
、

10
月
の
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
６
校
が
、

三
股
に
集
結
。高
校
生
な
ら
で
は
の

「
ま
っ
す
ぐ
な
瞳・胸
に
宿
る
思
い
」を
、

演
技
と
い
う
翼
に
乗
せ
て
、九
州
大
会・全
国
大
会
へ
と

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。

三
股
町
か
ら
踏
み
出
す
、若
人
の
奇
跡
…
そ
の
第
一
歩
。

み
ず
み
ず
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
舞
台
、

貴
重
な
瞬
間
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
に
開
催
さ
れ
る
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

６
校
の
演
劇
部
が
、

「
県
下
ナ
ン
バ
ー
１
＝
九
州
大
会
出
場
」の

切
符
を
か
け
て
、全
力
で
表
現
し
ま
す
。

第
34
回　
宮
崎
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
演
劇
部
門

ぼ
く
た
ち
は
、何
の
た
め
に
走
る
の
か—

第
65
回 

宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇
発
表
会 
県
大
会

■日　時／2012年12月15日［土］・16日［日］

■10月13日［土］チケット販売開始
■料　金／一般…2,000円（当日2,500円）、大学生以下…1,000円（当日1,500円）

一般ペア…3,500円（前売のみ）、親子ペア（一般＋大学生以下）…2,500円
※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）　
※全席自由　※未就学児は入場できません
※�託児サービスを行います（チケットご予約・ご購入の際にお申し出くだ
さい）　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■出　演／�＜九州・福岡を拠点に活躍する俳優＞池江拓哉、五味伸之（無倣舎）、　
瀬口寛之（グレコローマンスタイル）、猛者真澄ほか

■構成・演出／山田恵理香（空間再生事業劇団GIGA）
■原　作／太宰治　■テキスト協力／永山智行（劇団こふく劇場）　
■主　催／三股町、三股町教育委員会、福岡市、（公財）福岡市文化芸術振興財団

Fukuoka In Asia舞台芸術創造発信プロジェクト−子どもとおとなのための舞台芸術

午後７時00分開演　　午後2時00分開演�
（開場は開演の20分前）

悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

山や
ま

城じ
ろ

を
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勝岡小

悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

時
は
中
世
、
本
町
内
に
は
４
つ
の
城
が
あ
り
ま
し
た
。

城
と
い
っ
て
も
「
石い

し

垣が
き

」「
天て

ん

守し
ゅ

閣か
く

」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
は
「
山
城
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

今
月
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
山
城
を
さ
る
き
な
が
ら
（
歩
き
な
が
ら
）、

郷
土
史
伝
習
と
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

『梶山城之図写（かじやまじょうのずうつし）』（都城市都城島津邸所蔵）
文政９（1826）年、江戸後期の作。都城島津家伝来史料の一つです。

『仁王像』
梶山城の南麓付近に鎮座する仁王
像です。左が阿（あ）像、右が吽

（うん）像。「あうんの呼吸」の語
源といわれます。この地には、か
つて「梶山合戦」の戦死者を弔う
ために大昌寺という寺が建立され
ました。仁王像は寺の山門に配置
されていたと考えられます。明治
初期、廃仏毀釈（はいふつきしゃ
く）の被害に遭ったのか、顔と腕
の部分が破壊されています。

梶山城航空写真

山や
ま

城じ
ろ

を

 

さ
る
く

文保２（1318）年ごろ、樺
かば

山
やま

資
すけ

久
ひさ

によっ
て築城され、その後梶山城が築城され
ると廃城になったと伝えられています。

樺
かば

山
やま

城

樺
かば

山
やま

資
すけ

久
ひさ

の墓と伝えられています。
平成元年11月３日に本町指定文化財
となりました。

樺
かば

山
やま

どんの墓

Interview
町教育委員会教育課　黒木欣綱 主査

本町にある城（中世城館）は室町時代から戦略上の
重要な拠点として築城されていきます。これらの城を
めぐり、島津氏（北郷氏・樺山氏）や伊東氏など多くの
武将たちが戦いを繰り広げました。

ところで城というと、例えば熊本城のように石垣・
天守閣があるものを想像する人が多いと思います。しかし、そのような城は、安土・桃
山時代以降に築城されたものです。それ以前の城は、「山城」といって山など自然の地
形に一部手を加えたものになります。本町にある４城もそういった山城の一つです。本
町で確認されている山城は、４カ所全てが現代になって何らかの破壊を受けています。

南九州の山城は、シラス台地の上に築かれることが多いので、シラス採集のために
掘削されたり、台風の影響で崩壊したりします。山城は広大な面積に及ぶことが多い
ため、各自治体でもその保存・保護が難しいのが現状です。宮崎県内で確認されている
約300の城館の中で整備されているものはほんのわずかです。山城そのものを文化財
として保存整備していく観点を見失うことはできません。

本町の歴史資源を確保し、周知を図りながら郷土の歴史に愛着を持つ場の創出が求めら
れていると思います。

正平７（1352）年、樺
かば

山
やま

資
すけ

久
ひさ

によって
築城されたと伝えられています。本
町最大の山城です。元和元（1615）年
の一国一城令により廃城。「庄内十二
外城」の一つです。

梶
かじ

山
やま

城

築城時期は不明。永正17（1520）年、
伊東家家臣・荒

あら

武
たけ

藤
とう

兵
べ

衛
え

によって改
修されたと伝えられています。元和元
（1615）年の一国一城令により廃城。
「庄内十二外城」の一つです。

勝
かつ

岡
おか

城

15世紀ごろ、島
しま

津
づ

久
ひさ

照
てる

の居館として
築城されたと伝えられています。小
型の山城です。

北
きた

殿
どの

城

●本町の山城・関連史跡位置図
本町の山城について
※庄

しょう
内
ない
十
じゅう
二
に
外
と
城
じょう

　 北
ほん

郷
ごう

氏の居城である都城を取り巻く「高城」「山之口城」
「勝岡城」「梶山城」「志和池城」「山田城」「野々三谷城」
「安永城」「財部城」「恒吉城」「梅北城」「末吉城」の総称。
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忠
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総
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島
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本
宗

家
初
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忠
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資
忠

久
経

忠
宗

貞
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忠
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和
泉
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忠
光
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伊
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忠
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養
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誼
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２
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２
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３
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４
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教
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孝
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久
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忠
通

〔
 
島
津
氏
略
系
図
 
〕

（
こ
の
時

、
北

郷
姓
か
ら
島
津

姓
に

。

「
都
城

島
津
家

」
の
創

出

。
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忠
長
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北
郷
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樺
山
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代
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４
代
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持
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５
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６
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６
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９
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島
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忠
光
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資
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久

忠
国

知
久

（
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山
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養
子
と
な

る

）
（
誼
久

）

（
樺
山
２
代

）

（
北
郷
２
代

）

音
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義
久

音
久
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郷
３
代
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（
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４
代

）

教
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孝
久

久
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島
津
氏
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図
 
〕

（
こ
の
時

、
北

郷
姓
か
ら
島
津

姓
に

。

「
都
城

島
津
家

」
の
創

出

。

）

忠
長

（
北
郷
7
代

）

（
樺
山
３
代

）

（
樺
山
４
代

）

持
久

義
久

（
北
郷
５
代

）

（
北
郷
６
代

）

（
こ
の
時
、
北
郷
姓
か
ら
島
津
姓
に
。

「
都
城
島
津
家
」
の
創
出
）

【島津氏略系図】
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●
樺
山
資
久
に
つ
い
て

樺
山
資
久
は
︑
島
津
本
宗
家
４
代
忠
宗

の
５
男
で
あ
り
︑都
城
島
津
家
初
代
・
北ほ

ん

郷ご
う

資す
け

忠た
だ

の
兄
に
当
た
り
ま
す
︒資
久
は
元
々

島
津
姓
で
し
た
が
︑
本
町
樺
山
の
地
名
を

取
り
︑改
姓
し
ま
し
た
︒鎌
倉
時
代
後
半
か

ら
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
武
将
で
あ
り
︑

樺
山
開
拓
の
先
駆
者
と
も
い
う
べ
き
人
物

で
す
︒

拠
点
と
な
る
館
と
し
て
構
え
た
の
が
樺

山
城︵
現
上
米
公
園
︶と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
︒﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂︵
本
町
大
字
樺
山
・

町
指
定
文
化
財
︶は
︑そ
の
資
久
の
墓
と
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
︒

①
都
城
島
津
３
代
北ほ

ん
郷ご

う
久ひ

さ
秀ひ

で・弟
忠た

だ
通み

ち
の
墓

応
永
元︵
１
３
９
４
︶
年
︑
梶
山
合
戦
で

戦
死
し
た
北
郷
久
秀
・
忠
通
兄
弟
の
お
墓

︵
五
輪
塔
︶で
す
︒こ
こ
に
は
か
つ
て
大
昌

寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
︒ま
た
同

じ
場
所
に
２
体
の
仁
王
像
も
あ
り
ま
す
︒

②
四
重
の
横よ

こ
堀ぼ

り

八
巻
氏
は
︑
庄
内
の
乱
の
時
に
鉄
砲
隊

を
配
置
す
る
た
め
造
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
︒

③
別べ

つ

郭く
る
わ

﹃
庄
内
地
理
志
﹄に
載
っ
て
い
る
梶
山
城

の
絵
図
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
︑
城

の
遺
構
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
八
巻

氏
は
梶
山
城
か
ら
独
立
し
た
別
の
砦と

り
で
の

一
つ
と
推
定
し
て
い
ま
す
︒

④
堀ほ

り
切き

り

尾
根
上
を
進
む
敵
を
防

ぐ
た
め
に
︑
人
力
で
尾

根
を
Ｖ
字
状
に
カ
ッ
ト

し
た
も
の
で
す
︒

⑤
内う

ち
城じ

ろ・本ほ
ん

城じ
ろ

梶
山
城
の
中
で
一
番
高
い
場
所
に
位
置

し
ま
す
︒
い
わ
ゆ
る﹁
本
丸
﹂
で
す
︒南

九
州
で
は﹁
内
城
・
本
城
﹂
と
い
う
呼
び

方
が
一
般
的
で
し
た
︒

⑥
虎こ

口ぐ
ち

﹁
虎
口
﹂
と
は
︑城
の
出
入
り
口
の
こ
と
︒

内
城
・
本
城
に
入
る
た
め
の
関
門
の
一
つ
︒

⑦
仮か

り
屋や

城じ
ょ
う

曲く
る

輪わ

︵
城
の
平
面
部
分
で
建
物
を
建
て

ら
れ
る
場
所
︶
の
一
つ
︒「
仮
屋
」
と
い

う
場
所
で
は
、城
主
が
居
住
し
た
り
、ま

た
は
政
務
を
執
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と

が
よ
く
あ
る
た
め
、
重
要
な
曲
輪
で
は

な
い
か
と
八
巻
氏
は
推
測
し
て
い
ま
す
。

⑧
三
重
の
堀
切

三
重
の
堀
切
は
南
九
州
で
も
珍
し
く
︑

そ
れ
だ
け
こ
の
方
面
か
ら
の
敵
の
侵
入

を
警
戒
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
︒現
在
︑一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
︒

⑨
櫓や

ぐ
ら

台だ
い

八
巻
氏
に
よ
れ
ば
︑
三
重
の
堀
切
と
連

動
し
て
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
︑櫓︵
材

木
を
高
く
積
み
上
げ
た
も
の
︶
が
乗
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
︒

⑩
大お

お
横よ

こ
堀ぼ

り

城
の
東
半
分
を
半
周
す
る
巨
大
な
横
堀
︒

東
方
面
か
ら
の
敵
に
対
し
て
造
ら
れ
ま

し
た
︒現
在
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
︒

⑪
大だ

い
土ど

塁る
い

土
を
盛
っ
て
非
常
に
高
い
土
塁
と
し
て

い
ま
す
︒大
横
堀
と
連
動
し
て
敵
の
進

入
を
防
ぐ
た
め
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
︒

⑫
取と

り
添そ

え

南
九
州
で
は
︑
城
の
最
外
郭
の
曲
輪
の

こ
と
を﹁
取
添
﹂
と
呼
び
ま
す
︒現
在
は

破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
︒

⑬
大お

お
手て

口ぐ
ち

こ
の
付
近
に
大
手
門
が
あ
り
︑
こ
こ
か

ら
城
に
出
入
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
︒縄
張
り
図
に
は
書
い
て
い
ま
せ

ん
が
︑近
く
に﹁
釈し

ゃ

迦か

堂ど
う

﹂
が
あ
り
ま
す
︒

大
手
口
を
進
む
と﹁
内
城
・
本
城
﹂
に
到

達
し
ま
す
︒

梶
山
城
に
つ
い
て
、「
縄な

わ
張ば

り
図ず

」作
成
者
で

あ
る
中
世
城
郭
研
究
家
・
八や

巻ま
き
孝た

か
夫お

氏
の
講

演
記
録「
南
九
州
の
名
城
・
梶
山
城
～
北
郷

氏
対
伊
東
氏
の
激
戦
の
城
～
」（『
ふ
る
さ
と

み
ま
た
』
第
20
号
所
収
）
を
基
に
梶
山
城
の

歴
史
や
各
遺
構
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
梶
山
城
に
つ
い
て

梶
山
城
は
本
町
最
大
の
山
城
で
す
︒

正
平
７︵
１
３
５
２
︶
年
︑樺
山
資
久
に

よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
︑

元
和
元︵
１
６
１
５
︶年
に
廃
城
と
な
る
ま

で
約
２
６
０
年
間
︑
南
九
州
の
覇
権
を
巡

る
争
い
の
中
で
︑
要
害
の
地
と
し
て
活
用

さ
れ
た
重
要
戦
略
拠
点
で
し
た
︒

現
在
の
梶
山
城
跡
は
︑慶
長
４︵
１
５
９

９
︶
年
に
勃
発
し
た
庄
内
の
乱
の
時
に
防

御
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
姿
に
近
い
の
で

は
な
い
か
と
研
究
者
の
間
で
評
価
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
︑現
在
︑破
壊
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
︒

梶山城縄張り図（八巻孝夫原図作成）

梶　山　城
（第２版）

宮崎県北諸県郡
三股町大字長田
調査年月日／　

1997.3. 8
1998.2. 8
1999.2. 6
1999.3.22

作図／八巻孝夫

※
縄
張
り
図
と
は
？

　 

縄
張
り
と
い
う
名
称
は
、
実
際
に
現
地

に
縄
を
張
っ
て
設
計
し
た
こ
と
か
ら
起

こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。城
の
平

面
構
造
を
把
握
し
、
そ
の
研
究
に
欠
か

せ
な
い
の
が
縄
張
り
図
で
す
。

都城島津３代北
ほん

郷
ごう

久
ひさ

秀
ひで

・①
弟忠

ただ
通
みち

の墓

四重の横
よこ

堀
ぼり

②
③別

べつ
郭
くるわ

④堀
ほり

切
きり

④堀
ほり

切
きり堀

ほり
切
きり

④

堀
ほり

切
きり

④
内
うち

城
じろ

・本
ほん

城
じろ

⑤

虎
こ

口
ぐち

⑥

仮
かり

屋
や

城
じょう

⑦

⑧三重の堀切

櫓
やぐら

台
だい

⑨ ⑩大
おお

横
よこ

堀
ぼり

⑪大
だい

土
ど

塁
るい

⑫取
とり

添
そえ

⑬大
おお

手
て

口
ぐち

梶
山
城
を

 　
さ
る
く

四重の横堀 跡

内城・本城 跡

三重の堀切 跡

大手口 跡

１
の
横
堀

２
の
横
堀

３
の
横
堀

４
の
横
堀

山城をさるく
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●
樺
山
家
初
代
資
久
公
墓
前
祭

　

平
成
23
年
12
月
28
日
︑
本
町
大
字
樺
山
・

福
田
伍
夫
さ
ん
宅
に
あ
る
﹁
樺
山
ど
ん
の

墓
﹂
で
樺
山
家
初
代
資
久
公
墓
前
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂は
樺
山
資
久

の
墓
と
伝
え
ら
れ
︑
先
祖
代
々
︑
福
田
家
に

よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

当
日
は
︑樺
山
家
第
28
代
当
主
樺
山
久
孝

さ
ん
︵
鹿
児
島
市
・
平
松
神
社
宮
司
︶︑
福
田

さ
ん
夫
妻
︑木
佐
貫
辰
生
町
長
は
じ
め
町
関

係
者
な
ど
計
17
人
が
出
席
︒樺
山
久
孝
さ
ん

が
祝の

り
と詞
を
読
み
上
げ
︑出
席
者
一
人
ひ
と
り

が
玉
串
を
奉
納
︒式
典
は
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
︒

　　　　　　　
樺
山
資
久
を
め
ぐ
る
人
々

  Interview

樺
山
家
第
28
代
当
主

平
松
神
社
︵
鹿
児
島
市
︶
宮
司

樺
山
久
孝
さ
ん
（
姶
良
市
）

　

樺
山
家
は
初
代
資
久
公
が
三
股
町
樺
山

に
本
拠
地
を
定
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
︒２
代
音お

と

久ひ
さ

公
の
時
に
野の

の々

三み

谷だ
に︵
都
城

市
野
々
美
谷
町
︶
に
拠
点
を
移
し
ま
し
た
︒

そ
の
後
も
︑島
津
家
の
一
族
と
し
て
各
地
で

活
躍
︒江
戸
時
代
に
は
藺い

牟む

田た

︵
鹿
児
島
県

薩
摩
川
内
市
祁け

答ど
う

院い
ん

町
︶
の
領
主
と
な
り
︑

明
治
維
新
を
迎
え
て
い
ま
す
︒

　

私
は
会
社
経
営
を
し
て
い
る
の
で
す
が
︑

樺
山
の
先
祖
を
祭
る
べ
く
神
職
に
就
く
決

心
を
し
ま
し
た
︒苦
労
し
ま
し
た
が
︑
平
成

22
年
６
月
︑島
津
歳と

し

久ひ
さ

公
を
祭さ

い

祀し

す
る
平
松

神
社︵
旧
心し

ん

岳が
く

寺じ

・
鹿
児
島
市
︶の
宮
司
と
な

り
ま
し
た
︒前
宮
司
は
島
津
宗
家
第
32
代
当

主
の
島
津
修の

ぶ

久ひ
さ

氏
に
な
り
ま
す
︒昨
年
︑
樺

山
家
先
祖
の
墓
が
あ
る
三
股
町
と
隼
人
町

︵
鹿
児
島
県
霧
島
市
︶
で
墓
前
祭
を
実
施
し

ま
し
た
︒樺
山
家
の
墓
に
つ
い
て
︑
隼
人
町

で
も
﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す

よ
︒私
が
小
学
６
年
生
の
時
に
﹁
樺
山
家
の

ル
ー
ツ
は
三
股
に
あ
る
﹂
と
教
え
て
く
れ
た

父
は
生
前
︑
三
股
の
﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂
に

行
き
た
が
っ
て
い
ま
し
た
が
︑行
け
な
い
ま

ま
亡
く
な
り
ま
し
た
︒昨
年
︑
墓
前
祭
を
実

施
し
た
こ
と
で
父
も
草
葉
の
陰
か
ら
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　

初
代
資
久
公
の
お
墓
に
つ
い
て
は
︑数
百

年
も
前
か
ら
福
田
伍
夫
さ
ん
の
ご
家
族
に

代
々
大
切
に
守
っ
て
い
た
だ
き
︑非
常
に
感

謝
し
て
い
ま
す
︒一
族
を
代
表
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

な
お
︑
わ
が
家
に
は
︑
未
整
理
の
古
文
書
︑

掛
け
軸
な
ど
の
史
料
が
多
数
あ
り
ま
す
︒最

近
︑﹁
初
代
資
久
公
の
位
牌
が
三
股
の﹃
満ま

ん

福ぷ
く

寺じ

﹄
に
あ
っ
た
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
史
料
の

解
読
を
依
頼
し
ま
し
た
︒残
さ
れ
た
史
料
を

一
つ
ひ
と
つ
調
査
す
れ
ば
︑三
股
史
の
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒

　

今
後
も
毎
年
12
月
28
日
に
︑三
股
町
で
墓

前
祭
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒関

係
さ
れ
る
皆
さ
ま
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
︒

  Interview

﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂
を

先
祖
代
々
守
っ
て
い
る

福
田
伍
夫
さ
ん 

　
　

桂
子
さ
ん 

夫
妻
（
中
米
）

　

先
祖
代
々
︑﹁
樺
山
ど
ん
の
墓
﹂
を
守
り
続

け
て
い
ま
す
︒福
田
家
先
祖
は
︑樺
山
資
久
公

の﹁
一
の
家
来
﹂
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
︒ま
た
︑

こ
の
地
に
昔﹁
満
福
寺
﹂と
い
う
お
寺
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
︒福
田
家
と
満
福
寺
は﹁
福
﹂
の

字
が
共
通
し
て
い
ま
す
︒何
か
関
係
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒父
母
の
生
前
時
︑﹁
こ

れ
か
ら
は
私
た
ち
が﹃
墓
﹄を
し
っ
か
り
と
見

る
か
ら
ね
﹂
と
伝
え
た
と
こ
ろ
︑と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
︒そ
の
後
︑長
男
夫
婦
が
私
た

ち
に﹁
次
は
自
分
た
ち
が
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
く
よ
﹂
と
明
言
し
て
く
れ
︑安
心
し
て
い

ま
す
︒

　

昨
年
︑樺
山
本
家
で
墓
前
祭
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
︒そ
の
ほ
か
︑全
国
各
地
か
ら
資
久
公

の
子
孫
の
方
が
訪
ね
て
き
ま
す
︒い
つ
誰
が

来
て
も
い
い
よ
う
に
周
辺
の
掃
除
や
お
供
え

用
の
水
を
定
期
的
に
取
り
替
え
る
な
ど
し
て

い
ま
す
︒墓
石
の
風
化
と
台
風
時
に
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
心
配
で
す
ね
︒

町
の
歴
史
に
つ
い
て
深
く
知
り
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
今
年
、町
内
の
史
跡
巡
り

を
実
施
し
た「
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
皆
さ
ん
に
話
を
聴
い
て
き
ま
し
た
。

●
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
史
跡
巡
り

　

５
月
23
日
︑﹁
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
﹂

の
会
員
９
人
が
町
内
の
史
跡
を
巡
り
ま
し

た
︒本
サ
ロ
ン
は
︑
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が

気
軽
に
集
ま
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
︑交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
訪
れ
た
の
は
︑﹁
寺
柱
番
所
跡
﹂﹁
樺

山
城
跡
﹂﹁
梶
山
橋
﹂﹁
三
股
開
拓
の
碑
﹂の
４

史
跡
︒町
教
育
課
の
黒
木
欣
綱
主
査
が
案
内

役
と
な
り
︑各
史
跡
で
詳
し
い
解
説
が
あ
り

ま
し
た
︒一
行
は
約
２
時
間
か
け
て
町
内
各

地
を
巡
り
な
が
ら
郷
土
史
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
︒

伝
え
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
︒

﹁
山
城
は
一
度
破
壊
し
た
ら
元
に
は
戻
せ
な

い
﹂—

町
教
育
課
・
黒
木
さ
ん
の
言
葉
で
す
︒

中
世
城
郭
研
究
家
の
八
巻
さ
ん
も
破
壊
が

進
む
山
城
の
現
状
に
心
を
痛
め
︑講
演
で
保

存
を
訴
え
て
い
ま
し
た
︒

郷
土
史
伝
習
・
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
︑

皆
で
精
力
的
に
取
り
組
み
︑
誇
れ
る﹁
三
股

の
特
色
﹂
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

◎
山
城
を
訪
れ
る
時
の
注
意

◦ 

山
城
に
は
崖
や
急
斜
面
な
ど
危
険
な
箇

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

◦ 

山
城
の
多
く
は
、
現
在
、
草
木
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

所
で
は
危
険
な
野
生
生

物
（
イ
ノ
シ
シ
、
マ
ム
シ
、

ス
ズ
メ
バ
チ
、ツ
ツ
ガ
ム

シ
な
ど
）に
遭
遇
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

植
物
を
勝
手
に
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
ご
み
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

◦ 

今
回
紹
介
し
た
山
城
に
つ
い
て
、私
有
地

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。山
城
探
索
を

考
え
て
い
る
人
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
課
生
涯
学
習
係　

　

☎
52

－

１
１
１
１
（
内
線
１
９
５
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

【
お
願
い
】

◎�「
三
股
村
報
」「
広
報
み
ま
た
第
１
号
」を

探
し
て
い
ま
す

町
で
は
︑﹁
三
股
村
﹂
当
時︵
１
８
８
９
～

１
９
４
８
年
︶
の
広
報
誌﹁
三
股
村
報
﹂
を

探
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
町
制
施
行
後
の﹁
広

報
み
ま
た
第
１
号
﹂
に
つ
い
て
も
町
保
存
分

の
一
部
に
破
損
が
あ
る
た
め
探
し
て
い
ま

す
︒三
股
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の

重
要
な
史
料
と
な
り
ま
す
︒
ご
自
宅
に
お
持

ち
の
人
は
︑
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

■
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
課
生
涯
学
習
係　

　

☎
52

－

１
１
１
１（
内
線
１
９
５
）

　

町
地
域
政
策
室
地
域
政
策
係　

　

☎
52

－

１
１
１
１（
内
線
２
２
３
）

●
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

か
つ
て
日
本
に
は
多
数
の
国
が
存
在
し
︑

他
国
か
ら
侵
入
し
て
く
る
敵
を
防
ぐ
た
め

に﹁
城
﹂
が
築
か
れ
ま
し
た
︒

一
方
︑次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
た
人
物

が
い
ま
す
︒﹁
人
は
城
︑人
は
石
垣
︑人
は
堀
︑

情
け
は
味
方
︑
仇
は
敵
な
り
﹂︒戦
国
武
将
・

武
田
信
玄
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
名
言
で

す
︒在
世
中
︑
本
拠
地
に
城
を
築
か
な
か
っ

た
信
玄
が
心
掛
け
た
の
は
家
臣
を
大
事
に

す
る
こ
と
で
す
︒
そ
の
結
果
︑
強
力
に
結
束

し
た
家
臣
団
は
戦
国
最
強
と
う
た
わ
れ
ま

し
た
︒

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
考
え
方
は
現
代
に
も

通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
お
互
い

を
尊
重
し
︑
絆
を
深
め
る
こ
と
で
︑
一
人
ひ

と
り
が﹁
城
・
石
垣
・
堀
﹂
と
な
り
︑
ほ
か
に

は
な
い﹁
ま
ち
の
特
色
﹂
が
生
み
出
さ
れ
ま

す
︒
そ
れ
を
親
か
ら
子
へ
受
け
継
ぐ
こ
と
で
︑

ま
ち
は
伝
統
を
守
り
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
ま
す
︒今
回
︑
紹
介
し
た
山
城
を
は
じ
め

各
種
文
化
財
は﹁
三
股
の
特
色
﹂
を
後
世
に

墓前祭の様子

樺山さん宅にある史料の一部

史跡巡りの様子

三股村報

◎
︻
参
考
文
献
︼

◦ 

三
股
町
史
編
集
委
員
会
編
︑﹃
三
股
町
史
﹄︑三
股
町
発
行
︑昭
和
60︵
１

９
８
５
︶年
11
月

◦ 

都
城
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
︑﹃
都
城
市
史　

通
史
編　

中
世
・
近
世
﹄︑

都
城
市
発
行
︑平
成
17︵
２
０
０
５
︶年
６
月

◦ 

都
城
市
郷
土
歴
史
読
本
編
集
委
員
会
編
︑﹃
”み
や
こ
ん
じ
ょ“
を
知
ろ

う
! !
都
城
の
歴
史
と
人
物
﹄︑都
城
市
教
育
委
員
会
発
行
︑平
成
20︵
２

０
０
８
︶年
10
月

◦ 

園
田
幸
吉
︑﹁
梶
山
城—

貴
重
な
山
城
の
遺
構
﹂︑﹃
ふ
る
さ
と
み
ま
た
第
18

号
﹄︑三
股
郷
土
史
研
究
会
発
行
︑平
成
12︵
２
０
０
０
︶年
11
月

◦ 

中
世
城
郭
研
究
家・八
巻
孝
夫
︑﹁
講
演
記
録﹃
南
九
州
の
名
城・梶
山
城
﹄

～
北
郷
氏
対
伊
東
氏
の
激
戦
の
城
～
﹂︑﹃
ふ
る
さ
と
み
ま
た
第
20
号
﹄︑

三
股
郷
土
史
研
究
会
発
行
︑平
成
14︵
２
０
０
２
︶年
11
月

山城をさるく

障
害
者
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
会
員

川
原
謙
次
さ
ん

（
中
米
）

 戦国時代の武将について個人的
にいろいろと調べています。今回
の史跡巡りで、郷土史に対する理
解・興味が、よりいっそう深まりま
した。今後は、町内の地名の由来に
ついても調べてみたいですね。
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外国語指導助手のコーナー

　

交通事故は
もうたくさん

そ
の
日
、
私
は
大
手
企
業
と
の
取
引
契
約

を
目
前
に
控
え
、
最
後
の
書
類
作
成
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
午
後
６
時
30
分
頃
、
ど
う
に

か
片
付
き
、
家
に
帰
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

家
に
は
明
か
り
も
つ
い
て
な
く
、
誰
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
無
性
に
腹
が
立
ち
、
部
屋
で

缶
ビ
ー
ル
を
１
本
飲
み
、
お
腹
も
す
い
て
い

た
の
で
近
所
の
居
酒
屋
に
歩
い
て
い
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
と
、

妻
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
私
は
気
持
ち

が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
で
、
つ
い
つ
い
強

い
口
調
で
文
句
を
言
っ
て
一
方
的
に
電
話

を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何

時
間
か
飲
ん
で
家
に
帰
り
ま
し
た
が
、
中
に

入
る
の
も
気
が
引
け
た
の
で
駐
車
場
の
車

の
中
で
眠
り
ま
し
た
。
約
１
時
間
半
眠
っ
て

目
が
覚
め
ま
し
た
。
酔
い
も
さ
め
た
と
勝
手

に
思
い
、
知
人
の
家
に
泊
ま
ろ
う
と
車
を
走

ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
走
っ
て

知
人
に
連
絡
を
し
よ
う
と
携
帯
電
話
を
探

し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
探
す
の
に
気
を

取
ら
れ
、
前
方
を
走
っ
て
い
た
オ
ー
ト
バ
イ

に
追
突
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
追
突
後
、
私

は
意
識
を
失
い
、
警
察
官
に
声
を
掛
け
ら
れ

る
ま
で
気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
数

時
間
後
、
妻
が
私
の
い
る
病
院
に
来
て
「
運

転
者
の
方
が
亡
く
な
っ
た
わ
よ
」
と
聴
か
さ

れ
、
初
め
て
自
分
の
犯
し
た
事
故
の
重
大
さ

に
体
中
が
震
え
だ
し
ま
し
た
。

裁
判
の
結
果
、
私
は
危
険
運
転
致
死
罪
で

懲
役
５
年
の
判
決
を
受
け
、
今
、
刑
務
所
で
償

い
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
事

故
の
原
因
は
、
私
の
運
転
に
対
す
る
傲
慢
な
態

度
と
、
酒
を
飲
む
と
制
御
が
利
か
な
い
こ
と

や
、
家
族
に
対
し
て
愛
情
が
薄
か
っ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
会
社
は
今
回
の
事
故
が
原
因
で

売
り
上
げ
も
伸
び
ず
、
関
連
企
業
も
倒
産
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
残
り
の
人
生
を
通
し

て
、
亡
く
な
っ
た
方
の
ご
供
養
と
ご
遺
族
に
対

す
る
謝
罪
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
償
い
を
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
文
章
を
読
ま
れ
て
い
る
皆
さ

ん
、
こ
の
話
を
他
人
事
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
こ
ん
な
罪
を
犯
し
、
罰
を
受
け
た
人
間
だ

か
ら
言
え
る
の
で
す
。

自
分
が
犯
し
た
罪
で
、
私
の
家
族
を
含

め
、
何
十
人
何
百
人
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
言
い
よ
う
の
な

い
苦
し
み
と
重
さ
を
背
負
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

生
き
て
い
き
ま
す
。 Ｓ

・
Ｎ
　
51
歳
　
会
社
経
営

罪
と
罰
、
そ
し
て
…

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
11
位
／
平
成
24
年
７
月
31
日
現
在
（
26
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●
図
書
館
ま
つ
り

毎
年
10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
秋
の

読
書
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑読
書
週

間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
︑﹁
文
字
活
字
文
化

の
日
﹂に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒今
年
の
読
書

週
間
標
語
は
︑﹁
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ
﹂
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

図
書
館
で
は
︑
こ
の
期
間
に
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
︒ま
だ
︑図
書

館
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
い
つ
も
利
用

し
て
い
る
人
も
︑皆
さ
ん
︑ぜ
ひ
図
書
館
ま
で

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
︒

◦
蓑
部
樹
生
氏
講
演
会

　
10
月
28
日（
日
）　
午
後
２
時
〜

た
ち
ば
な
天
文
台
長
の
蓑
部
樹
生
氏

を
招
き
︑星
や
天
体
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
行
い
ま
す
︒天
文
学
、 

宇
宙
科
学
に
興

味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

◦
お
は
な
し
会

　
10
月
28
日（
日
）　
午
前
11
時
〜

﹁
ぶ
ど
う
の
会
﹂
の
皆
さ
ん
に
絵
本
を
読

ん
で
も
ら
い
ま
す
︒今
回
は
ど
ん
な
お
話

自殺予防キャンペーン が
聞
け
る
か
お
楽
し
み
に
︒親
子
連
れ
で

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒そ
の
ほ

か
︑小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
が
︑館
内

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
分
で
借
り
る
本

の
貸
し
出
し
処
理
を
体
験
で
き
る﹁
貸
し

出
し
体
験
﹂
や
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
展

示
す
る﹁
特
別
展
示
﹂を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

◦�

宮
崎
県
立
図
書
館
の
本
を

　
三
股
町
立
図
書
館
で
利
用
で
き
ま
す

県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
借

り
た
い
本
を
検
索
し
︑町
立
図
書
館
の
申

込
用
紙
に
タ
イ
ト
ル
や
必
要
事
項
を
記

入
し
て
い
た
だ
く
と
︑
後
日
︑
県
立
図
書

館
か
ら
︑町
立
図
書
館
に
本
が
届
き
ま
す
︒

貸
し
出
し
や
返
却
も
町
立
図
書
館
で
行

い
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

■�

休
館
案
内︵
17 

㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
︶月
曜
日︵
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
︶・

祝
日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館
内

資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
15
日
以
内
︶

おはなし会の様子

【
演
劇
と
い
う
文
化
】

８
月
24
～
26
日
、
自
主
文
化
事
業
・
劇
団

こ
ふ
く
劇
場
第
13
回
公
演「
水
を
め
ぐ
る
２
」

と「
水
を
め
ぐ
る
３
」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
を
め
ぐ
る
２
」は
、夫
の
灰
を
海
に
ま
く

た
め
に
、海
を
探
し
て
歩
く
女
の
話
。「
水
を

め
ぐ
る
３
」は
、あ
る
川
の
謎
を
め
ぐ
り
、川

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
、と
い
う
お
話
で
す
。

舞
台
は
正
方
形
。中
央
に
は
水
槽
が
置
か

れ
ま
す
。舞
台
を
ぐ
る
り
と
囲
む
縁
側
に
似

た
道
。能
舞
台
を
思
わ
せ
る
シ
ン
プ
ル
な
舞

台
美
術
が
会
館
ス
テ
ー
ジ
上
に
客
席
と
共
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。見
る
者
が
間
近
で
演
じ

る
役
者
の
視
線
と
息
遣
い
を
痛
い
ほ
ど
感
じ

ら
れ
る
距
離
の
中
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。作

品
は
独
創
的
な
表
現
の
お
芝
居
で
、
一
番
の

特
徴
は「
か
ら
い
」と
呼
ぶ
歩
き
方
。役
者
は

入
退
場
の
際「
か
ら
い
」を
し
ま
す
。そ
の
格

好
は
、お
尻
を
突
き
出
し
腰
を
曲
げ
、何
か
を

背
負
っ
て
い
る
よ
う
な
姿
勢
。床
を
激
し
く

踏
み
鳴
ら
し
、
舞
台
奥
か
ら
縁
側
の
よ
う
な

道
を
経
て
登
場
し
ま
す
。舞
台
上
で
は
、「
か

「 からい 」の様子ら
い
」を
す
る
と
旅
の
始
ま
り
。時
空
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
移
り
変
わ
り
ま
す
。ま
た「
語
り

方
」
も
特
徴
の
一
つ
。標
準
語
の
セ
リ
フ
を
、

日
ご
ろ
使
う
方
言
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

語
っ
て
い
き
ま
す
。役
者
は
み
ん
な
宮
崎
出

身
な
の
で
、
三
股
公
演
で
は“

な
じ
み
や
す

い
音
“
。一
方
、全
国
の
公
演
で
は
セ
リ
フ
が

“

興
味
深
い
音
“
と
な
っ
て
見
る
者
に
染
み

込
ん
で
い
く
の
で
す
。何
も
な
い
舞
台
。役
者

４
人
の
語
り
と
表
現
だ
け
で
見
る
者
が
笑
い
、

泣
き
、
う
な
る
。来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

そ
の
高
い
表
現
力
に
驚
き
と
感
嘆
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
独
特
の
様
式
は
、

落
語
や
能
、
狂
言
な
ど
の
伝
統
芸
能
を
参
考

に
劇
団
が
独
自
に
練
り
上
げ
た
も
の
。演
劇

界
を
揺
る
が
す
高
い
劇
評
を
誇
る
芸
術
作
品

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

劇
団
こ
ふ
く
劇
場
は「
み
ま
た
座
」や
町
民

参
加
演
劇「
お
は
よ
う
、わ
が
町
」な
ど
多
く

の
事
業
を
会
館
と
築
い
て
き
ま
し
た
。演
劇

を
通
じ
文
化
と
地
域
の
発
展
を
三
股
の
人
々

と
実
践
す
る
人
た
ち
が
、
こ
の
町
に
は
い
る

の
で
す
。

シンプルな舞台

カースティン・イェイツ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
結
婚
式

　

高
校
時
代
の
友
達
が
結
婚
式
を
挙
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
の
結
婚
式
の
習
慣
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま
す
︒式
自
体
に
直
接
参
加
す

る
メ
ン
バ
ー
は
︑
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
と
グ

ル
ー
ム
ズ
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
役
割
の
人
た

ち
で
構
成
さ
れ
ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
イ

ド︵
新
婦
︶︑グ
ル
ー
ム︵
新
郎
︶
の
証
人
と

な
り
ま
す
︒こ
の
役
割
は
︑一
般
的
に
友
達

や
家
族
に
頼
む
こ
と
が
多
く
︑式
計
画
の

手
伝
い
や
誓
い
の
言
葉
を
聴
く
証
人
な
ど

に
な
り
ま
す
︒ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
は
皆
︑色

や
ス
タ
イ
ル
の
似
て
い
る
︑
も
し
く
は
同

じ
ド
レ
ス
を
着
る
こ
と
が
多
く
︑
大
抵
は

★今回は三股町を紹介します。
●本町最大のまつり「ふるさとまつり」

三股町の秋の一大イベントといえば、「三股町ふるさ
とまつり」。毎年約６万人の熱気であふれるこのまつり
は「サンバカーニバル」を皮切りに「みまたん焼肉会」
や「人間早馬競争」など数々
のイベントがまつりを盛り
上げます。また場内には、
多くのブースが設けられ、
地場産品や工芸品などさま
ざまな特産品が並びます。
●郷土愛へつながっていく願いも込めて

熱気と笑顔があふれる「ふるさとまつり」。子どもた
ちは、家族や友人、近所の人たちがまつりに携わって
いる姿を目にします。知らず知らず、このまちの芸能
や文化に触れていることに気付きます。子どもたちが
まつりを楽しみ、楽しみが思い出になります。その積
み重ねは、郷土への愛情につながっていくのかもしれ
ません。そんな地元の願いも込められたふるさとまつ
り、ぜひ足を運んでみませんか。

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって Vol.6

新
婦
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
し

ま
す
︒
こ
の
し

き
た
り
は
︑
古
代
ロ
ー
マ
法
に
基
づ
い
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒古
代
ロ
ー

マ
で
は
︑結
婚
の
儀
式
で
新
郎
新
婦
を
邪

悪
な
精
霊
か
ら
守
る
た
め
︑
10
人
の
証
人

役
を
立
て
︑
皆
に
同
じ
格
好
を
さ
せ
る
こ

と
で
精
霊
を
混
乱
さ
せ
ま
し
た
︒現
在
︑式

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
︑新
郎
新
婦
と﹁
法
律
で

定
め
ら
れ
た
証
人
﹂
は
婚
姻
届
に
サ
イ
ン

を
し
ま
す
︒
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド
と
グ
ル
ー

ム
ズ
メ
ン
に
は
婚
姻
届
の
証
人
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
︒
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10
月
に
長
崎
県
で
開
か
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会︵
全
共
︶

で
︑第
９
区︵
枝
肉
部
門
︶
の
県
代

表
と
な
っ
た
福
永
透
さ
ん︵
蓼
池・

福
永
牧
場
︶が
︑父
昇
さ
ん
と
一
緒

に
︑９
月
６
日
︑町
長
へ
出
品
報
告

を
行
い
ま
し
た
︒

８
月
23
日
の
県
最
終
予
選
で
は
︑

福
永
さ
ん
の﹁
末す

え

勝か
つ

号
﹂を
含
む
２

頭
が
県
代
表
に
︒５
年
前
の
前
回

大
会
で
は
︑
父
昇
さ
ん
が
同
部
門

で
日
本
一
に
輝
い
て
い
ま
す
︒町

長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た

福
永
さ
ん
は﹁
２
連
覇
を
目
指
し
︑

頑
張
り
ま
す
﹂
と
力
強
く
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
︒

８
月
25
日
︑
第
33
回
宮
崎
県
消

防
操
法
大
会
が
宮
崎
市
の
県
消
防

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒大
会

は﹁
ポ
ン
プ
自
動
車
﹂﹁
小
型
ポ
ン

プ
積
載
車
﹂﹁
小
型
ポ
ン
プ
﹂
の
各

部
門
で
行
わ
れ
︑
団
員
の
規
律
や

動
作
︑
発
水
ま
で
の
所
要
時
間
な

ど
の
項
目
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
で
順

位
を
競
い
ま
す
︒

本
町
消
防
団
第
２
部︵
出
水
学

部
長・
21
人
︶
と
第
５
部︵
朝
倉
勝

昭
部
長・
15
人
︶が
都
城
支
部
代
表

と
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
の
部
︑
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
︒惜
し
く
も
入
賞
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
両
部
と
も
支

部
代
表
と
し
て
見
事
な
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
︒

な
お
︑
県
大
会
出
場
選
手
は
次

の
通
り
で
す︵
敬
称
略
︶︒

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

︻
第
２
部
︼

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
品
報
告

目
指
す
は
２
連
覇

本
町
２
チ
ー
ム
見
事
な
操
法
披
露

宮
崎
県
消
防
操
法
大
会

「
ご
み
拾
い
・
草
刈
り
を
す
る
こ
と
で
、
今
後
も

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

「
親
子
そ
ろ
っ
て
昆
虫
好
き
で
す
。故
郷
・
三
股

に
新
開
さ
ん
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
人
が
い
る

こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」

「
全
国
大
会
で
優
勝
で
き
ず
、
悔
し
さ
が
残
り

ま
し
た
。
後
輩
た
ち
に
は
部
の
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
全
国
優
勝
を
目

指
し
て
ほ
し
い
で
す
」

「
キ
ャ
ン
ド
ル
が
明
る
く
輝
い
て
い
て
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。冬
も
ま
た
見
に
来
た
い
で
す
」

三
股
中
学
校
剣
道
部︵
近
藤
孝

昭
監
督・
21
人
︶は
︑８
月
20
日
︑全

国
中
学
校
体
育
大
会
の
剣
道
男
子

団
体
で
見
事
３
位
に
輝
き
︑８
月

30
日
︑
町
長
へ
受
賞
の
報
告
を
し

ま
し
た
︒昨
年
度
の
成
績﹁
男
子

団
体・全
国
ベ
ス
ト
16
﹂越
え
を
目

指
し
︑
毎
日
の
練
習
に
励
ん
だ
部

員
一
同
︒九
州
大
会
で
は
︑
男
子

個
人
戦
で
竹
ノ
内
尚
希
主
将
が
優

勝
︑
荒
武
将
汰
副
主
将
が
準
優
勝
︑

男
子
団
体
で
３
位
に
入
り
ま
し
た
︒

余
勢
を
駆
っ
て
出
場
し
た
全
国
の

舞
台
で
は
︑
堂
々
の
男
子
団
体
３

位
入
賞
︒
そ
の
名
を
全
国
に
と
ど

ろ
か
せ
ま
し
た
︒

﹁
み
ま
た
ん
え
き
周
辺
賑
わ
い
再

生
検
討
部
会
﹂は
︑８
月
11
日
︑﹁
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
♡
み
ま

た
ん
え
き
２
０
１
２
﹂を﹁
み
ま
た

ん
え
き
﹂︵
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
︶周
辺
で

開
催
し
ま
し
た
︒

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
駅
周
辺
に

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ
︒上
米

棒
踊
り
保
存
会
若
武
者
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
︑
キ
ャ

ン
ド
ル
５
０
０
個
に
火
を
と
も
し

ま
し
た
︒

夏
の
夜
を
彩
る
幻
想
的
な
光
景

に
訪
れ
た
人
た
ち
は
皆
︑
う
っ
と

り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
︒

８
月
25
日
︑﹁
Ｍ
Ｒ
Ｔ
感
謝
祭
～

ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
２
﹂
が
宮
崎
市
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ミ
ッ
ク

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒県
内
全
市

町
村
が
参
加
︒本
町
は
県
産
黒
豚

と
地
場
農
産
物
を
使
用
し
た﹁
み

ま
た
ん
メ
ン
チ
カ
ツ
de
タ
コ
ス
﹂

で
挑
み
ま
し
た
︒商
品
開
発
の
ヒ

ン
ト
は
︑
町
農
畜
産
物
利
用
地
域

活
性
化
推
進
協
議
会
が
学
校
給
食

用
に
開
発
し
た﹁
み
ま
た
ん
メ
ン

チ
カ
ツ
﹂︒こ
れ
を
基
に
研
鑽
を
積

み
重
ね
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
だ
わ

り
の
逸
品
で
す
︒

審
査
は
︑
来
場
者
に
よ
る
投
票

で
行
わ
れ
︑結
果
10
位
と
健
闘
︒リ

ピ
ー
タ
ー
客
も
見

ら
れ
る
な
ど
︑
本

町
地
場
産
品
を
県

内
全
域
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒

８
月
26
日
︑
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は﹁
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
in
み
ま
た
﹂
を
開
催
し
ま
し

た
︒今
年
で
17
回
目
︒環
境
美
化
を

通
し
て
︑
自
然
を
愛
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒

参
加
者
は
︑
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

団
体
︑
個
人
合
わ
せ
て
６
０
０
人
︒

上
米
公
園
や
三
股
駅
周
辺
な
ど
22

会
場
に
分
か
れ
︑
ご
み
拾
い
や
草

刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑

集
ま
っ
た
ご
み
は
ト
ラ
ッ
ク
４
台

分
に
も
な
り
ま
し
た
︒

﹁
み
ま
た
ん
え
き
周
辺
賑
わ
い
再

生
検
討
部
会
﹂
は
︑
８
月
11
～
19

日
︑田
上
在
住
の
昆
虫
写
真
家・新

開
孝
さ
ん
の
写
真
展﹁
新
開
さ
ん

の
虫
め
が
ね
﹂
を﹁
み
ま
た
ん
え

き
﹂︵
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
︶
で
開
催
し
ま

し
た
︒町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
︑皆
︑興
味
津
々
で﹁
昆
虫
の

世
界
﹂
を
切
り
取
っ
た
写
真
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑11
日
に
は
︑新
開
さ
ん
の

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
︒
さ
ま
ざ

ま
な
昆
虫
に
つ
い
て
︑
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
な
が
ら
生
態
や
習
性
な
ど

を
説
明
︒来
場
者
は
皆
︑熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
︒

全
国
大
会
で
堂
々
の
３
位

三
股
中
学
校
剣
道
部

夏
の
夜
に
幻
想
的
な
明
か
り

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

こ
だ
わ
り
の
逸
品
で
健
闘

ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

皆
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
開
孝
さ
ん
の
写
真
展
・
講
演
会

昆
虫
の
世
界
を
探
訪

堀
内
昭
文
さ
ん

（
蓼
池
）

日
野
正
敏
さ
ん

嵩
士
さ
ん

（
大
阪
府
枚
方
市
）

矢
部
晴
菜
さ
ん

彩
華
さ
ん

（
都
城
市
）

竹
ノ
内
尚
希
く
ん

（
３
年
生
）

参
加
者

三
股
中
剣
道
部
主
将

親
子

姉
妹

町
は
︑
敬
老
の
日
を
前
に
80
歳

以
上
の
節
目︵
80
歳
︑85
歳
︑88
歳
︑

90
歳
︑95
歳
︑99
歳
︑１
０
０
歳
以

上
︶
を
迎
え
た
町
内
在
住
者
４
４

４
人
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
︒

８
月
31
日
に
は
清
流
園
で
入
所

者
を
対
象
と
し
た
贈
呈
式
を
実
施
。

教
育
長
が「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、岩
内
シ
カ
さ
ん︵
１
０

４
歳
︶
ほ
か
８
人
に
町
福
祉
課
長

が
敬
老
祝
金
を
贈
呈
。ま
た
、社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
茶
葉
一
袋
も
併

せ
て
贈
ら
れ
、
皆
で
長
寿
と
健
康

を
祝
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

４
４
４
人
に
敬
老
祝
金

「
健
康
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
昔
か
ら
体
を

動
か
す
こ
と
や
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
で
、
そ
れ

が
今
の
元
気
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

「
全
共
ま
で
あ
と
１
カ
月
半
に
な
り
ま
し
た
。
毎

日
、
緊
張
の
連
続
で
す
が
、
県
代
表
と
し
て
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
」

三
股
中
学
校
弓
道
部︵
満
行
善

博
監
督・
75
人
︶は
︑８
月
５
日
︑大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
中
学
校

弓
道
大
会
の
女
子
団
体
で
見
事
優

勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
︒
ま
た

同
男
子
団
体
で
２
位
︑
同
男
子
個

人
で
は
山
内
開
陸
く
ん
が
第
４
位
︑

永
吉
幸
介
く
ん
が
第
５
位
に
入
賞
︒

８
月
30
日
︑
町
長
へ
受
賞
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
︒

町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
贈

ら
れ
た
森
健
太
郎
主
将
は﹁
新
弓

道
場
を
造
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
︑

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
も
ら
っ

て
い
る
お
か
げ
で
す
﹂
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

九
州
大
会
優
勝
の
栄
冠
に
輝
く

三
股
中
学
校
弓
道
部

「
試
合
中
、
集
中
し
な
が
ら
も
温
か
い
声
援
が
耳
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。『
頑
張
ら
な
き
ゃ
』
と
気
持
ち
を
引

き
締
め
た
こ
と
が
今
回
の

結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

中
城
穂
香
さ
ん

（
３
年
生
）

三
股
中
弓
道
部

女
子
主
将

全
共
県
代
表

（
第
９
区
）

岩
内
シ
カ
さ
ん

（
清
流
園
）

福
永 

透
さ
ん

（
仲
町
）

指
揮
者　

副
部
長　

竹
内
正
美

１
番
員　

団　

員　

藏
元
裕
介

２
番
員　

団　

員　

宮
田
信
吾

３
番
員　

団　

員　

木
下
大
輔

補
助
員　

班　

長　

石
坂
伸
一

小
型
ポ
ン
プ
の
部

︻
第
５
部
︼

指
揮
者　

副
部
長　

轟
木
利
郎

１
番
員　

団　

員　

黒
木
祐
介

２
番
員　

団　

員　

馬
渡
亮

３
番
員　

班　

長　

兒
玉
道
郎

補
助
員　

団　

員　

河
野
武
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たは在学し、所得900万円以下の人
■条件＝完済時年齢が65歳未満であ
り、町税などを滞納していない人

■融資額＝200万円以内
■返済期間＝10年以内（最長４年の元
金据え置き期間を含む）

■金利＝年1.35％（別途保証料が必要）
■申し込み・問い合わせ
　九州ろうきんローンセンター都城
　☎23−2257

要約筆記者とは、聴覚に障害のある
人が社会的活動（講演会など）に参加し
やすいように、話の内容を要約し、文字
として情報を伝える人のことです。
福祉に理解・関心のある人は、ぜひお
申し込みください。
■期間＝

※①〜③全ての受講が必要です。
■�会場＝都城市総合社会福祉セン
ター小会議室

■受講料＝1,500円（テキスト代）
■申し込み＝住所、名前、電話番号を
ハガキまたはファックスに明記のう
え、お申し込みください。
■申し込み締め切り＝10月25日（木）
■申し込み・問い合わせ
　〒885-0077
　都城市松元町4-14
　都城市聴覚障害者協会
　☎23−0885
　℻�23−0885

●「法律相談」（無料）について
センターでは偶数月に無料法律相談
を開設しています。
■期日＝10月11日（木）・12月13日（木）

■時間＝午後１時30分〜４時20分
■場所＝町福祉・消費生活相談セン
ター（旧シルバー人材センター）
■内容＝消費生活上のトラブルや多
重債務などの金融、賃借、土地、家
屋、相続、離婚にかかわる法律的な
問題について、弁護士が考え方や解
決方法などをアドバイスします。
※個人の秘密は固く守られます。
■�申し込み方法＝事前の予約が必要
ですので、相談を希望する人は、必
ず１週間前までに、電話または来所
にてお申し込みください。

※予約制で定員５人までです。
■問い合わせ
　町福祉・消費生活相談センター
　☎52−0999

財団法人自治総合センターでは「宝
くじ普及広報事業」の一環として、下新
馬場自治公民館へ音響機器・上敷き整
備助成を行いました。コミュニティ組
織の活性化や円滑な活動に役立つもの
と期待されます。宝くじ収益金は、市町
村の明るいまちづくりや環境対策、高
齢化対策な
どの地域住
民の福祉向
上に使われ
ています。
■問い合わせ
　教育課�生涯学習係
　☎52−1111（内線432）
　地域政策室�地域政策係
　☎52−1111（内線222）

来年４月に小学校に入学する児童の
健康診断を行います。詳しくは、保護者
へ直接連絡します。
■実施日時・場所＝

◦�梶山・宮村・長田小学校／ 10月11
日（木）、（受付時間）午後１時30分
〜１時50分、健康管理センター

◦ 三股小学校／ 10月25日（木）、（受
付時間）午後１時30分〜１時50分、
同体育館

◦ 勝岡小学校／ 10月30日（火）、（受
付時間）午後１時30分〜１時50分、
同体育館

◦ 三股西小学校／ 11月８日（木）、
（受付時間）午後１時30分〜１時50
分、同体育館

■注意＝入学予定校の実施日に都合
が悪い場合は、別の学校でも受診で
きます。必ず事前に教育課学校教育
係へご連絡ください。
宮村小学校は、健康診断終了後、標
準服の採寸などがあります。
■問い合わせ
　教育課�学校教育係
　☎52−1111（内線423）

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付・一般寄付を次の通りいただきまし
た。
故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義
に利用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
平成24年８月１日から31日まで

原田　惠
え

津
つ

子
こ

フリーマーケットの益金…１万5,000円

一般寄付（社会福祉協議会へ）

お知らせ Mimata Information

平成25年の成人式を次の通り開催し
ます。
■日時＝平成25年１月５日（土）
　午前10時30分〜 11時30分（予定）
■会場＝町立文化会館
■受付＝午前10時〜
■対象＝平成４年４月２日〜平成５
年４月１日の間に生まれた人
※�新成人者には10月中旬に文書で案
内します。就職・進学により三股町か
ら転出した新成人者についても家族
が町内在住であれば、文書を送付し
ます。
●発表者募集のお知らせ
成人式で、新成人を代表しての意見
発表者や町民憲章朗誦(ろうしょう)者、
成人証書受領者を募集しています。20
歳の記念に応募してみませんか。
なお、申し込み多数の場合は選考と
なります。
■内容＝
◦�意見発表（１人）＝新成人者として
の決意・抱負を400字詰め原稿用紙
３枚程度にまとめ、発表します。
◦�町民憲章朗誦（1人）＝新成人者を
代表して町民憲章を朗誦します。
◦�成人証書受領（男女各１人）＝新成
人者を代表して成人証書を受領し
ます。

■募集締切＝11月５日（月）
■問い合わせ
　教育課�生涯学習係
　☎52−1111（内線433）

国土利用計画法では、一定面積以上
の土地売買などを行った場合、土地の
権利取得者は契約後２週間以内に土地
の所在する市町村長を経由して知事に
届け出ることが義務付けられています。
山林なども届け出の対象です。
土地の有効利用実現のため、町民の
皆さんのご理解とご協力をよろしくお
願いします。

■届け出が必要な土地の面積＝
①市街化区域…2,000平方㍍以上
②�①以外の都市計画区域…5,000平
方㍍以上
③都市計画区域外…１万平方㍍以上
■問い合わせ
　地域政策室�地域政策係
　☎電話52−1111（内線223）

町社会福祉協議会では、共に助け合
い、励まし合いながら手を取り合って
50年を過ごしてきたご夫婦を祝福し、
これからも健康で幸せな生活を送るこ
とを願い、合同金婚式を開催します。
昭和37年12月31日までに婚姻届を出
したご夫婦、またはそれ以前の届け出
で合同金婚式に申し込みをしたことが
ないご夫婦はぜひご参加ください。
また、そのようなご夫婦をご存知の
人は、ぜひご連絡ください。申し込みを
した人には、詳細について後日文書を
送付します。
■日時＝11月20日（火）
　　　　午前10時〜 11時30分
■場所＝町総合福祉センター
　　　　「元気の杜」
■申込期限＝10月19日（金）
■問い合わせ
　町社会福祉協議会
　☎52−1246

宮崎県と市町村は、滞納処分により
差し押さえた不動産を公売します。詳
しくは都城県税・総務事務所までお問
い合わせください（10月以降は県のホー
ムページに情報を掲載しています）。
■日時＝11月9日（金）　午後1時〜
※�開場は午後0時30分（0時50分頃から
入札についての説明を行います。な
るべくそれまでにご来場ください）。
■場所＝宮崎県庁7号館744号（宮崎
市旭1丁目3−6）
■問い合わせ
　都城県税・総務事務所�納税課
　☎電話23−4516

12月は給与などに係る源泉所得税の
年末調整の月です。
都城税務署では次の日程で年末調整

説明会を開催します。

詳しくは、都城税務署までお気軽に
お尋ねください。
■問い合わせ
　都城税務署法人課税第1部門
　☎22−4383

個人住民税の特別徴収とは、給与支
払者が毎月従業員に支払う給与から個
人住民税を差し引いて、それぞれの市
町村に納入する制度です。
給与を支払う事業主は、法律の規定

により、原則として個人住民税の特別
徴収をすることになっています。
宮崎県では、特別徴収の適切な実施

に取り組んでいます。事業主の皆様に
は、特別徴収制度をご理解いただき、適
切な実施をお願いします。
■問い合わせ
　宮崎県総務部税務課
　☎0985−26−7020
　宮崎県総務部市町村課
　☎0985−26−7023

■対象者＝町在住で、子どもが高校、
専門学校・短大・大学などに進学ま

合同金婚式のご案内

10 月は土地月間です

三 股町提携 教育ローン

特定健康診査・後期高齢者健康診査のお知らせ
平成25年三股町成人

式の開催・発表者
募集のお知らせ

町 福祉・消費生活相談セ
ンターからのお知らせ

平 成24年分年末調整説
明会を開催します

要 約筆記者養成講座受
講者募集のお知らせ

宝 くじ助成事業で音響機器・
上敷きを購入しました 愛のご寄付

平成25年度新入学予
定児童の健康診断
のお知らせ

日付 時間 対象者

11
月
27
日（
火
）

午前10時〜
11時30分

郵便番号
「885-0001」〜
「885-0079」までの

法人・個人

午後１時30分
〜３時

郵便番号
「885-0081」〜
「885-1312」、
郵便番号

「889-1801」〜
「889-4602」までの

法人・個人

会場 都城市総合文化ホール
（都城市北原町1106番地100）

期　日 時　間

①
11月7日（水）〜
平成25年3月13日（水）
の毎週水曜日

午後７時〜
９時

② 12月２日（日） 午前10時〜
午後３時

③ 平成25年１月20日（日） 午前10時〜午後３時

事 業主の皆さんへ
〜個人住民税の
特別徴収について

髙
こう

妻
づま

　信
しん

一
いち

母 ユミ 88 長　田 ５万円
東
ひがし

　　和
かず

子
こ

母 木
き

藤
とう

フミ子 85 東植木 １万円
馬
うま

見
み

キヌヨ 夫 忠男 78 山王原 ３万円
長
なが

倉
くら

　泰
やす

郎
ろう

妻 時
とき

83 仲　町 10万円
福留　昭

あき

夫
お

母 ハチヨ 90 前　目 ３万円
前田　ヨシ 夫 吉

よし

秀
ひで

86 仲　町 ５万円
茨
いば

木
らき

　義和 母 フサヱ 88 梶　山 ３万円
豊丸　次

つぎ

子
こ

夫 照
てる

雄
お

83 梶　山 ５万円
田中　悦子 母 原

はら

澤
さわ

ヨシエ 85 前　目 ３万円
椎
しい

屋
や

　桂
けい

子
こ

父 森隆
たか

二
し

74 上　新 ５万円
　　　　　 母 森麗

れい

子
こ

79 上　新
本村　譲

ゆずる

母 ハツエ 99 餅　原 ５万円
原田　行

ゆき

雄
お

妻 ナツ子 88 三　原 ５万円
新
にい

垣
がき

　峯
みね

子
こ

夫 賢
けん

次
じ

60 三　原 ３万円

不動産合同公売会の
お知らせ

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額
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●問い合わせ：三股町役場　TEL52−1111㈹　FAX52−4944

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝11月１日（木）
■受付＝午後１時〜１時30分
■対象児＝生後２か月～ 13か月の偶数月生まれの乳児
●マザークラス・パパママ教室
■期日＝１回目（パパママ教室）／ 11月４日（日）
　　　　　　　　午前10時〜正午まで
　　　　２回目／ 11月15日（木）
　　　　　　　　　午後１時30分〜３時まで
■内容＝１回目／パパの妊婦体験、沐浴練習
　　　　　２回目／�妊娠中の生活、栄養、妊婦体操、呼吸

法、補助動作
■持ってくるもの＝母子手帳、体操のできる服装
●ポリオ予防接種について
９月１日から、ポリオの予防接種は、集団の生ポリオワ
クチンから、個別に医療機関で受ける不活化ポリオワクチ
ンに変更されました。対象年齢は、生後３か月〜７歳６か
月未満です。
■接種の方法＝指定医療機関で個別接種
■持っていくもの＝母子健康手帳
■接種料金＝無料（町が、約１万円負担しています）
※�７歳６か月を過ぎると任意接種となり、全額自己負担と
なります。

【接種の回数について】

※�接種のスケジュールなどについては、医療機関で医師と
ご相談ください。
子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52−8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝10月18日（木）　
■時間＝午前10時〜 11時
　子育てサークル「いもん子クラブ」さん
●親子ふれあいコンサート
■期日＝10月23日（火）　
■時間＝午前10時〜 11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
　�「小さな音楽会」による生の歌と演奏で楽しい時間を
過ごしましょう。

●おはなし会
■期日＝11月１日（木）

■時間＝午前10時〜 11時
　読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」さん

●親子教室（楽しい遊び方）
リズム遊びや絵本の読み聞かせなど楽しく親子で遊びま

しょう。参加したい人は、お申し込みください。
■期日＝11月14日（水）
■時間＝午後１時30分開始
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室
■講師＝今村美千代さん（保育士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申し込み先＝子育て支援センター
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ
からのお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　
☎52−8101・51−5688

●まかせて（援助）会員の講習会
まかせて（援助）会員【子育ての援助をしたい人】の講習

会を行います。講習会で基本的な知識を身に付けてから援
助開始となります。参加希望または詳しく知りたい人はセ
ンターへお問い合わせください。
■期日＝10月31日（水）　
■時間＝午前８時30分〜午後４時30分
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、
保育士による子どもについての講習

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝10月15日（月）
■時間＝午前10時〜 11時

※ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を行います。
●10月10日は「目の愛護デー」
テレビ、ゲーム、パソコンなどに囲まれて目を酷使する

ことが多くなっています。また、コンタクトレンズの使用
などでまばたきの回数が減り、ドライアイになる人が増え
ています。目が疲れやすい、不快感がある、乾いた感じが
する、重たいなどの症状はありませんか。目の不調を感じ
たら眼科を受診しましょう。日常生活を見直すことでも症
状が軽減されることもあります。この機会に目の健康につ
いて考えてみましょう。
●がん検診を受診しましょう
がんは昭和56年から死因の第一位となり、現在でも約３

割の人ががんにより亡くなっています。現在では治るがん
も増えており、早期発見・治療がとても大切です。
町のがん検診は指定医療機関で受診する個別検診です。

医療機関一覧表は役場案内（１階）と健康管理センターに

あります。元気でいきいきとした毎日を過ごすために、ぜ
ひ検診を受けましょう。

社会福祉法人などが提供する
介護保険サービスの利用者負担軽減について
●介護高齢者係　☎52−1111（内線162・163）

介護保険サービスを利用する場合、利用者負担は利用料
全体の１割となっています。しかし、一定の条件に該当す
る人で生計が困難であると町が認めた場合、社会福祉法人
が提供するサービス（訪問介護、通所介護など）について
１割負担が25％軽減されます。軽減の判定を受けるには、
申請が必要です。
■�対象者の要件＝次の①〜⑥の基準をすべて満たす人
のうち、収入や世帯の状況、利用者負担などを総合的
に考慮し、生計が困難だと三股町が認めた場合

　①住民税非課税世帯であること
　②介護保険料の滞納がないこと
　③負担能力のある親族などに扶養されていないこと
　④�年間収入が単身世帯で150万円（世帯員が1人増え

るごとに50万円を加算した額）以下であること
　⑤�預貯金などの額が単身世帯で350万円（世帯員が1人
増えるごとに100万円を加算した額）以下であること

　⑥�世帯が居住するための家屋、そのほか日常生活のた
めに必要な資産以外に活用できる資産を所有してい
ないこと

■�認定されると＝審査の結果、該当者には「社会福祉法
人等利用者負担軽減確認証」を交付します。有効期間
は、認定された月の初日から平成25年６月30日（日）
まで。サービスを利用する時に、利用する施設に「確
認証」を提示すると、軽減されます。

■利用できるサービスの種類＝
　・社会福祉法人などが提供するサービス

訪問介護（※）、通所介護（※）、短期入所生活介護（※）、
定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介
護、認知症対応型通所介護（※）、小規模多機能型居宅介
護（※）、複合型サービス、介護老人福祉施設サービス　
（※は介護予防サービスを含む）
■軽減できる利用者負担の内容＝
　介護費負担（１割負担）、食費・居住費
■�申請に必要なもの＝次のものを持って、町福祉課介護
保険⑥番窓口で申請してくだい。

ア�申請者（対象者）と同世帯全員の預金通帳（定期含む）、印かん
※通帳は必ず最新の状況を記帳してからお持ちください。
イ申請者（対象者）の年金額支払通知書・健康保険証
※有価証券・債権などの保有状況も申請時に確認します。
地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52−８６３４

成年後見制度（その３）
●成年後見制度のQ＆A
前回までは、制度の概要を説明しました。今回は皆さん
からよくお問い合わせのある質問に回答します。
Ｑ１�後見人になる人は家族でなければいけないの？
Ａ１��家族以外に弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門

職や友人、知人などの第三者がなることもできます。
また、親族とこれらの専門職など複数の人が後見人に
なることもできます。

Ｑ２��施設入所をしたがらない認知症の父について、家族
が後見人になり、入所させることができますか？

Ａ２��本人の意思や利益を配慮し、支援することが成年後見
制度の趣旨なので、原則できないと考えられます。本人
の意向や利益に沿わない後見活動を行った場合は、家
庭裁判所の判断で後見人を解任されることがあります。

Ｑ３�成年後見は、誰がどこに申し立てすればいいの？
Ａ３��本人や配偶者、４親等内の親族が家庭裁判所に申し

立てます。また身寄りのない人などは「町長申し立て
（※）」が利用できます（※「成年後見制度利用支援事業」
といい、２親等内の親族がいないなどの場合、町長が
申し立て人になります。本人の費用負担が困難な場合
には町が負担します。詳しくは町地域包括支援セン
ターにご相談ください）。

Ｑ４�費用はどのくらいかかるの？
Ａ４��手数料、判断能力確認のための診断書などで10万円程
度の費用がかかります。専門職を後見人にした場合の
月々の報酬は１万8,000円〜２万8,000円程度かかります。

Ｑ５�申し立てから開始までどれくらい日数がかかるの？
Ａ５�おおよそ３カ月前後です。
Ｑ６�どこに相談すればいいの？
Ａ６��町福祉課、地域包括支援センター、家庭裁判所、公証

人役場、弁護士会などにご相談ください。
●「足もと元気教室」　10月15日〜11月14日の日程

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

生ポリオワクチン接種歴 不活化ワクチン接種方法
０回の人 不活化ワクチンを４回接種
１回の人 不活化ワクチンを３回接種

２回の人 接種終了（不活化ワクチン接種の必要は
ありません）

地区名 時　間 場　所 日　程

１地区 午前９時30分〜 11時 第 １ 地 区 分 館 10月19日（金）
11月 2日（金）

２地区 午後１時30分〜 3時 ２地区交流プラザ 11月 6日（火）
３地区 午後１時30分〜 3時 第 ３ 地 区 分 館 11月 8日（木）
梶　山 午前９時30分〜 11時 第 ４ 地 区 分 館 10月17日（水）
轟　木 午後１時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 10月26日（金）

三　原 午後１時30分〜 3時 三　原　　　　　　
コミュニティセンター 10月17日（水）

蓼　池 午前９時30分〜 11時 蓼 池 児 童 館 10月18日（木）
11月 1日（木）

餅　原 午後１時30分〜 3時 餅原営農研修館 10月15日（月）
今　市 午前９時30分〜 11時 今 市 児 童 館 11月 5日（月）

中　原 午前９時30分〜 11時 中　原　　　　　　
コミュニティセンター

10月24日（水）
11月14日（水）

８地区 午前９時30分〜 11時 第 ８ 地 区 分 館 10月26日（金）

植　木 午後１時30分〜 3時 第 ９ 地 区 分 館 10月24日（水）
11月14日（水）
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〜大人もいっしょに「食育」〜
●問い合わせ：
　健康管理センター�☎52−8481

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

いきいき げんき！

21 日
◎姉川医院（皮・泌） ☎22-2205（小松原町）
◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

22 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
23 火 ◦可燃物
24 水

25 木 ◦トレイ・ペット
26 金 ◦可燃物
27 土

28 日

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）
◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）
◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）
◎マドコロ外科（外・胃・整） ☎22-0138（小松原町）
◎江夏整形外科（整・リュ・リハ）☎51-1122（三股町）
◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

29 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
30 火 ◦可燃物
31 水

1 木 ◦缶・びん
2 金 ◦可燃物

3 土

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）
◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）
◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）
◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）
◎横山病院（泌・消） ☎22-2806（都島町）
◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

◦図書館休館日

4 日

◎共立医院（内） ☎22-0213（蔵原町）
◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）
◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）
◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）
◎ならはら皮膚科（皮膚） ☎22-1455（志比田町）
◎中山耳鼻科（耳鼻） ☎24-2648（妻ヶ丘町）

5 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
6 火 ◦可燃物
7 水

8 木 ◦トレイ・ペット
9 金 ◦可燃物
10 土 ◦図書館休館日

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください。
　（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に問い合わせてください。

くらしのカレンダー
1.October ~ 10. November 2012

みまたくらしのカレンダー

サテライトみまたにて

９月９日、サテライトみまたで行わ
れた「サイクリング教室」からの一こ
まです。当日の天気は快晴、絶好の自転
車日和でした。約30人の参加者は、自
転車の乗り方や手入れの仕方などを聴
講後、愛車にまたがり、施設内の障害
物コースに挑戦。その後、約１時間かけ
て公道を走りました。参加者はそれぞ
れのペースで景色を堪能しながら、サ
イクリングを満喫していました。

◎今月の表紙

『風になって走る』

1 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
2 火 ◦可燃物
3 水

4 木 ◦缶・びん
5 金 ◦可燃物
6 土

7 日

◎藤元早鈴病院（内） ☎25-1313（早鈴町）
◎とくとめクリニック（内・循・消）☎26-1820（上長飯町）
◎志々目医院（内・小） ☎57-2004（山之口町）
◎野口脳神経外科（脳外科）☎47-1800（太郎坊町）
◎小牧病院（整） ☎24-1212（立野町）
◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

8 月

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）
◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）
◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）
◎池之上整形（整・リハ・リュ） ☎23-2311（上川東）
◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）
◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

◦図書館休館日
9 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 水 ◦不燃物
11 木 ◦トレイ・ペット
12 金 ◦可燃物
13 土

14 日

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）
◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）
◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）
◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）
◎山下医院（胃・外） ☎52-1348（三股町）
◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

15 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
16 火 ◦可燃物
17 水 ◦図書館休館日
18 木 ◦缶・びん
19 金 ◦可燃物
20 土

21 日

◎宇宿医院（内・小・胃） ☎25-9031（栄　町）
◎瀬ノ口内科（内） ☎25-7780（都原町）
◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）
◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

1日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかをコマの形のイラストで分かりやすく示しています。「何を」とは、主食・副菜・主菜・牛乳乳製品・果物の５つの料理グループ。
「どれだけ」とは、1日の目安をそれぞれの料理グループごとに「つ（SV）」という単位で示しています。＊『食事バランスガイド』は健康管理センターにおいてあります。食事バランスガイドとは？

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

■税 ●問い合わせ：税務財政課　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

10月の旬食材…ニンジン

そのまま冷ます。④クラッカーで煮リンゴを挟む。

◎白の皿　みそ汁
【副菜１つ（SV）】　41㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�シイタケ…1枚（10㌘）、タマネギ…1/8個（25㌘）、ダイコン…1

㌢㍍（40㌘）、だし汁…150㍉㍑、みそ…大さじ1/2
作り方　�①シイタケ、タマネギ、ダイコンは千切りにする。②だし汁を温め、

野菜を入れて煮立たせ、みそを溶き入れる。

◎緑の皿　クリームチーズのあおさ和え
【牛乳１つ (SV)】　176㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　�クリームチーズ…50㌘、あおさ粉…大さじ１、しょうゆ…小さじ

1/2
作り方　�①クリームチーズは1.5㌢㍍角に切り、しょうゆを絡める。しばらく

おいて味をなじませる。②あおさ粉をまぶす。

◎黄の皿　ご飯　（100㌘）
【主食１つ（SV）】　168㌔㌍　塩分0㌘

10月31日(水)は納付期限です
●納税管理係（内線144・145）

納付期限内に納付しましょう。
●町県民税（3期）
●国民健康保険税（４期）
※�口座振替は10月25日(木)が振替日です。再振替は
行っていません。24日(水)までに預貯金口座の残
高確認をお願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・145）

税金は納付期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事
故や病気、失業など特別な事情があって納期内に納められ
ないときは、印かんをお持ちになり早めにご相談ください。
年度を繰り越す滞納とならないよう分割納付の相談や各
種納税相談を受け付けます。

家屋を取り壊した人へ
●資産税係（内線142・143）
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人はご

連絡ください。なお、専用住宅を取り壊すと、土地の住宅用地
の特例が無くなるため、土地の固定資産税額が以前より高く
なる場合もありますので、取り壊す前にご確認ください。家
屋については、24年中に取り壊した場合、25年度から固定資
産税は課税されません。

税の証明について
●納税管理係（内線144・145）

課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な場
合は、運転免許証などの身分証明書をお持ちになり、申請
してください。本人以外が申請する場合は委任状が必要で
す。ただし、町内同一世帯家族（親族）の場合は、窓口に来
た人の申出書により申請できます。

カロテンが豊富で、緑黄色野菜に分類
されます。カロテンは英語のキャロッ

トに由来しています。ただし、金時ニンジンに代表される東洋ニンジンにはカロテンはほとん
ど含まれず、かわりにリコピンが豊富です。　　　　　　　　　※材料はすべて1人分です。

◎10月の予定

◎11月の予定

◎緑･赤の皿　鶏とニンジンのオーブン焼き
【副菜１つ(SV)主菜2つ（SV）】　177㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�鶏胸肉…60㌘、コショウ…少々、ニンジン…1/4本 （50㌘）、卵…

1/4個、しょうゆ…小さじ１、みりん…大さじ1/4、おろしショウガ
…小さじ1/4（1㌘）

作り方　�①鶏肉は一口大のそぎ切りにして軽くコショウをふる。②ニンジ
ンはすりおろし、卵、しょうゆ、みりん、ショウガを入れてよく混
ぜ、鶏肉を入れて30分ほど味をなじませる。③耐熱容器に移し、
240度のオーブンで20分くらい焼く。

◎白の皿　煮リンゴのクラッカーサンド
【果物１つ（SV）】　108㌔㌍　塩分0.3㌘
材　料　�リンゴ…1/4個（50㌘）、砂糖…小さじ2、レモン汁…小さじ1/4、

クラッカー…4枚
作り方　�①リンゴは八つ割りにして皮と種を除き、いちょう切りにする。

②耐熱ボウルにリンゴと砂糖、レモン汁を入れて軽く混ぜる。③ 
ふんわりとラップをかけ、150㍗の電子レンジで約15分加熱して

生活と税 Life & Tax
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★

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

蓼
池
在
住
　
松
元
温
子
さ
ん

［
Ｍ
メ
イ
ト
通
信
］
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
伝
え
た
い
感
謝
の
気
持
ち

■
茶
じ
ょ
け

広
報
８
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
平
成
５
年
に
プ
ロ
野
球
・
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の

小こ

久く

保ぼ

裕ひ
ろ

紀き

選
手
が
ラ
イ
ト
選

手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て

い
た
、
と
書
き
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
調
べ
て
み
る
と
、
小
久
保

選
手
の
ル
ー
キ
ー
・
イ
ヤ
ー
は

平
成
６
年
。平
成
５
年
末
で
退
団

し
た
ラ
イ
ト
選
手
と
は
一
緒
に

プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
せ
ん
。学
生

時
代
、
何
度
も
東
京
ド
ー
ム
に
足

を
運
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
観
戦

し
た
各
試
合
の
記
憶
が
曖
昧
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
で
は
、

小
久
保
選
手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなど
をお書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　地域政策室地域政策係　☎52-1111

◦男／11,650人◦女／13,459人
◦計／25,109人◦前月比－6人
◦世帯数／9,744戸（＋8戸）
◦出生／32人◦死亡／15人
◦転入／59人◦転出／82人

三股町の人口
平成24年９月１日現在

発行・編集／地域政策室
〒889-1995�宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石

器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。

明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、今や数多くの企業誘致により町
民の所得向上を図りながら町民参加型の「自立と
協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.506
2012.10

ル
を
し
て
い
た
外
国
人
選
手
は

誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。平
成

６
年
当
時
の
メ
ン
バ
ー
表
を
見

て
み
ま
す
。当
時
レ
フ
ト
を
守
っ

て
い
た
の
は「
ラ
イ
マ
ー
」
―
た

ぶ
ん
こ
の
選
手
で
す
。フ
ァ
ン
と

し
て
情
け
な
い
…
。
お
詫
び
し
、

訂
正
し
ま
す
。
▽
と
こ
ろ
で
、
先

日
、
小
久
保
選
手
が
現
役
引
退
を

発
表
し
ま
し
た
。心
に
ぽ
っ
か
り

と
穴
が
開
い
た
気
分
で
す
。し
か

し
、
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
あ
と
わ

ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。現
役
最

後
の
日
ま
で
、
小
久
保
選
手
の
生

き
ざ
ま
を
し
っ
か
り
と
目
に
焼

き
付
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。〈
Ｗ
〉

今　

村　
　

良　

し
ゃ
れ
た
名
の 

吾
亦
紅
あ
り 

花
談
義

日
照
り
の
中 

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の 

男
三み

人た
り 

剪
定
に
汗 

流
し
て
く
る
る

黒　

木　

文　

子

川　

原　

順　

子

し
な
や
か
に 

風
に
ゆ
ら
ゆ
ら 

揺
れ
て
ゐ
る 

コ
ス
モ
ス
の
花
を 

我
は
見
て
ゐ
る

[

短
歌] �

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句] �

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

秋　

元　

滿　

雄

出
て
く
る
吾
亦
紅
は
、
だ
ん
ご
形
の
茶
褐
色
で
、
あ
ま
り
に
も
地

味
な
感
じ
の
す
る
花
で
し
た
。

花
屋
さ
ん
で
偶
然
に
も
吾
亦
紅（
ワ
レ
モ
コ
ウ
）の
花
に
出
合
い

ま
し
た
。
俳
句
の
季
語
と
し
て
、
ま
た
歌
謡
曲
の
タ
イ
ト
ル
に
も

秋
風
に 

喜
怒
哀
楽
を 

知
る
夕
べ

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方
々
は
退
職
後
の
第
二
の
人
生
と
し
て
楽
し
げ
に

剪
定
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
礼
も
兼
ね
て
詠（
え
い
）じ
て
み
ま
し
た
。

い
生
命
力
を
感
じ
ま
す
。
私
も
コ
ス
モ
ス
の
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

コ
ス
モ
ス
は
風
に
吹
か
れ
て
も
折
れ
な
い
で
、
し
な
や
か
に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
咲
い
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
、
輝
き
と
強

が
身
を
包
む
。
盛
夏
に
負
け
ず
、
秋
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
近
づ
く
冬
を
元
気
に
過
ご
せ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
る
。

喜
び
も
悲
し
み
も
夏
の
暑
さ
と
忙
し
さ
で
忘
れ
て
い
た
気
が
す

る
。
夕
方
、ふ
と
秋
の
風
を
感
じ
た
時
、例
え
よ
う
の
な
い
寂
し
さ

164
津つ

　ざ
き﨑 

智と
も

　や哉
く
ん（
０
歳
）

◎
平
成
23
年
10
月
16
日
生
ま
れ

◎
光
司
さ
ん
・
の
ぞ
み
さ
ん
の
二
男

元気いっぱい智哉くん♪大好きな優我お
兄ちゃんといつまでも仲良くね♡

いつも笑顔のかなた（写真左）とゆいと
（写真右）。ずーっと仲良しでいてね♡２
人はパパとママの宝物です！

◎平成20年10月28日生まれ
　平成22年9月27日生まれ
◎一哉さん・まどかさんの長男・二男

城じ
ょ
う

　む
ら村 

哉か
な

　
た汰

く
ん
（
３
歳
）

 

結ゆ
い

　
と斗

く
ん
（
２
歳
）

ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
続
け
て
20
年

﹁
周
り
に
い
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見

る
だ
け
で
元
気
が
湧
い
て
き
ま

す
﹂︒
そ
う
話
す
の
は
蓼
池
在
住
の
松
元

温
子
さ
ん
︒温
子
さ
ん
が
所
属
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
﹁
蓼
池
つ
く
し
会
﹂

は
平
成
５
年
か
ら
毎
週
金
曜
日
︑
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
三
光
苑
で
入
所
者
の
洗
濯

物
畳
み
込
み
や
衣
類
の
補
正
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
︒﹁
今
日
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
︑
三
光
苑
職
員
の
皆
さ
ん

に
温
か
く
迎
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
︒本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂
と
温
子
さ
ん
︒

温
子
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た

の
は
平
成
４
年
。今
は
亡
き
ご
主
人
と
一

緒
に
病
院
な
ど
で
踊
り
に
よ
る
慰
問
を

行
っ
た
。ま
た
勝
岡
小
校
区
み
ま
も
り
た

い
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。「
私
は

周
囲
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
原

動
力
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
だ
け
で
す
よ
」。そ
う
言
っ
て
温

子
さ
ん
は
、
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。 「蓼池つくし会」の皆さん

勝岡小校区みまもりたい
活動の様子
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